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In this study, we utilized the vibrational strong coupling state of water in an optical cavity to 
control the hydration structure, leading to the modification of ionic conductivities. When cavity 
mode was tuned to the OH stretching mode, Rabi splitting was observed. The ionic conductivity 
of LiCl, KCl, and CsCl electrolyte solution in the optical micro cavity was observed. It was 
found that the conductivity of KCl and CsCl solution increases compared with the bulk 
conductivity. We observed the modulation of ionic conductivity depending on the hydration 
structure. 
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光共振器のモードと物質の振動子のエネルギーが合致するとき，真空場を介した物

質間の混成状態が発現しエネルギー準位の分裂を伴う振動強結合状態が創出される。

我々はこれまでに次数に依存した結合状態制御とプロトン伝導制御に成功している。
1,2本研究では振動強結合を水分子の水和構造制御手段として利用し、イオン伝導制御

を行った。 
液体用 IR セルの CaF2窓板に Au を蒸着することでミラー面を作製し，共振器内部

に 2~4 µm の電解質水溶液を導入することで，振動領域に共振器モードを有する光共

振器とした。OH 伸縮振動モードは 3400 cm−1であり共振器の 2~4 次モードと結合す

る条件とした。赤外分光スペクトルを取得して振動強結合状態について確認し，電気

化学交流インピーダンス法を用いて共振器内部の

イオン伝導度を計測した。電解質はアルカリ金属塩

化物の 0.01 M 水溶液を用いた。 
Fig.に LiCl, KCl, CsCl 電解質水溶液の共振器内部

でのイオン伝導度(σcav)をバルク溶液の伝導度(σbulk)
との比として示した。LiCl 水溶液では共振器内外で

伝導度に変化はなかったが，KCl，および CsCl 水溶

液では共振器内部でイオン伝導度が上昇すること

が確認された。これらのイオン伝導度は共振器モ

ードに依存していることから、振動強結合系にお

けるイオン伝導挙動制御の指針が示された。 
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Fig. Relative conductivity (scav/sbulk) of 0.01 
M LiCl, KCl, and CsCl aqueous solutions. 
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